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学校教育目標 ： ふるさとを愛し、主体的に学習し、自らの判断で正しく行動できる生徒 

めざす生徒像 ： 素直で心豊かな生徒 ・ 自ら考え、主体的に学ぶ生徒 ・ 強くたくましい生徒 

宇久中生徒の５励行 ： 心のこもったあいさつをする 授業に集中する 生徒会活動や部活動に励む 

大きな声で校歌を歌う 清掃活動に力を入れる 

 
 

 
 

 天候がやや心配でしたが、７日（水）、８日（木）

と２日間にわたる長崎県公立高

校一般入試が終了しました。 

 ３年生の皆さん、ご苦労さまで

した。生まれてはじめての「入試」

という人がほとんどだったでし

ょうから、緊張したことと思い

ます。もし、「ああ、こんな準

備をしておけばよかったなあ」

ということがあったら、今のうちに後輩に伝授し

ておいてください。 

 さて、１・２年生の皆さん、先輩

方の受験への取組を見て、来年、再

来年への思いは高まったでしょう

か。一人一人に将来の夢や憧れ、志

があるでしょうから、当然その実

現を図る道筋も各々で違ってきま

す。学年に応じて進路学習も進め

てきたことと思い

ます。「自分の夢」

に近づくために、計画を立て少し

ずつでも実践する。決して早すぎ

るということはありません。学問

に近道はありません。最後に物を

言うのは１日１日の積み重ね。 

次はあなたの番です。 

 

 

 

高校入試が終わると、いよいよ卒業式です。何

度も言うようですが、月日の経つのは本当に早い

ものですね。 

１２名の３年生は立つ鳥活動をはじめ、中学校

生活を締めくくる取組に入ります。思い残すこと

がないように、限られた時間ではありますが、し

っかり取り組んでください。 

一方、１・２年生には３年生に安心して、そし

て気持ちよく巣立ってもらうために、たくさんの

仕事があります。卒業式に向けての準備もその一

つですし、委員会活動などを先輩から引継ぎ、き

ちんと運営していくことも大切な一つです。他に

どんなことをすべきなのか考えながら、３年生と

の時間を大切にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年、再来年の今頃は？ ３月１４日に向けて 

３年生の皆さん、残り少ない

中学校での生活を満喫するとと

もに、新生活のスタートを気持

ちよく切るためにしっかりと健

康管理を！ もちろん、緊張が

解けてふざけ「怪我」 

したということが 

ないように。 

安全管理も 

怠りなく。 

近づいてから、

あわてなくて

いいように 

神様、仏様に

お願いする

のも結構で

すが・・・ 

最後は「努力

に勝る天才

なし」 



 

３月・４月の行事予定 
 
１４日（水） 
 
１６日（金） 
 
２３日（金） 
 
４月 
６日（金） 

 
９日（月） 

 
 

10日（火） 

 

本校第 71回卒業証書授与式 

 

宇久小学校卒業式 

 

修了式、離任式 

 

 

着任式、始業式 

 

本校第７２回入学式（午前） 

宇久高校入学式    （午後） 

 

宇久小学校入学式 

 

 

 

 

 

 

『子育てに関しては、本もずいぶん読みまし

た。そのなかで一番覚えているのは、「共感する

ことが大切だ」ということです。 

それが役に立ったのは、麻里が小学校４年生の

とき。「勉強がつまらない」と言い出したので、

「あの本のノウハウを使うのはここだ！」と（笑） 

「そうだよな、本当につまんないよな。歴史なん

か、なんで何千年も前のことを詳しくおぼえなき

ゃいけないんだ。ピラミッドがありました、でい

いじゃないか（笑）」と、まずは１回のみ込むわ

けです。すると、子どもは「父親はわかってくれ

た」と安心するんですよ。そのうえで、「でもね、

お父さんはそうやって逃げてきたら、大人になっ

て自分がやりたいことが見つかったときに大変

だった。麻里が将来何かやりたいときには、いま

鍛えた脳が支えてくれるんだよ。だからいま勉強

することが大切なんだよ」と。それからは、あま

り文句を言わなくなりました。 

 共感ということに関しては、子育てだけではな

く、普段のコミュニケーションでもすごく大切だ

と思いますね。楽しい会話にするためには、まず

相手が興味のないことをしゃべっちゃダメです

よ。それと自慢話もいやですね。一番いいのはド

ジった話。そうすると「私もあります！」って共

感できるでしょう。それで会話が弾んで趣味が合

ったら、どんどん話を深めていけばいいんです。』 

『UR PRESS vol 52』 より 

学校には時折見本として雑誌が送られてきま

す。その中の一冊にタレントである関根 勤さん

のお話が掲載されていました。「子育てで大切な

のは『笑い』と『共感』」というタイトルに惹か

れて読んでみました。ここでは、そのほんの一部

を抜粋してお届けしています。 

ちなみに、文中の「麻里」とは娘さんでタレン

トとして活躍中の関根麻里さんのことです。 

 

 

コミュニケーションには 
「共感」が鍵になる 

宇久中学校 
第７１回卒業証書授与式 
３月１４日（水）１０時 開式 

本校体育館にて 

ぜひご来校ください。

 

 
 

 

火の用心 

【春の全国火災予防運動】は７日で終了し

ましたが、日々油断は禁物です。 

『火の用心、ことばを形に 習慣に』 


